
は
じ
め
に

万
里
集
九
（
一
四
二
八
〜
不
明
）
に
、「
繍
桃
花
」
と
い
う
詩
題
の
七
絶

（
�
）

が
あ
る
。

為
駐
桃
花
三
月
姿

桃
花
三
月
の
姿
を
駐
め
ん
が
為
に

美
人
細
意
染
游
絲

美
人
意
を
細
や
か
に
し
て
游
絲
を
染
む

風
吹
猶
未
作
紅
雨

風
吹
け
ど
猶
ほ
未
だ
紅
雨
を
作
さ
ず

綉
出
劉
郎
去
後
枝

綉
ひ
出
だ
す
は
劉
郎
去
り
て
後
の
枝
の
み

「
上
巳
後
五
日
、
会
尾
長
光
寺
（
上
巳
後
の
五
日
、
尾
の
長
光
寺
に
会

す
）」
と
い
う
詩
題
注
が
付
さ
れ
た
こ
の
作
品
、
三
月
五
日
、
後
に
織
田
信

長
ゆ
か
り
の
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
名
刹
、
尾
張
稲
沢
の
臨
済

宗
妙
心
寺
派
興
化
山
長
光
寺
に
滞
在
中
の
詩
会
で
詠
じ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。『
五
山
文
学
新
集
』（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
七
二
）
第
六
巻
所
収

「
万
里
集
九
集
解
題
」
に
拠
れ
ば
、
こ
の
詩
を
収
め
る
京
都
大
学
文
学
部
日

本
史
研
究
室
所
蔵
『
五
山
禅
僧
詩
文
集
』
で
は
、
文
明
十
三
年
（
一
四
八

一
）
上
巳
の
詠
作
「
花
下
留
客

尾
州
淤
台
長
興
寺
辛
丑
上
巳
会
」
の
次
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
同
書
は
編
年
配
列
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
文
明
十

三
年
の
詠
作
と
判
断
し
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
詳
し
い
制

作
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

美
人
図
を
題
材
に
し
た
作
例
は
、
五
山
学
僧
の
別
集
や
総
集
を
披
け
ば
、

容
易
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
も
と
よ
り
晩
唐
詩
を
愛
し
、
閨
情
詩
に
親

し
み
、
少
年
僧
を
美
女
に
見
立
て
、
艶
詩
を
贈
る
こ
と
を
常
套
と
し
て
い
た

五
山
僧
に
と
っ
て
、
仕
女
図
や
宮
女
図
に
関
わ
る
表
現
が
詩
嚢
に
収
め
ら
れ

（
�
）

た
の
は
必
然
で
あ
っ
た
。
実
際
、『
翰
林
五
鳳
集
』
を
一
覧
し
て
も
、「
美
人

折
花
図
」・「
美
人
簪
花
」・「
美
人
撲
蛍
図
」・「
美
人
睡
起
図
」・「
美
人
囲
碁

図
」・「
美
人
読
書
図
」・「
美
人
拈
筆
図
」
な
ど
の
詩
題
を
見
出
せ
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
仕
女
図
の
定
番
で
、
現
存
絵
画
作
例
も
多
い
「
刺
繡
」
に
材
を

（
�
）

取
っ
た
漢
詩
は
、
禅
林
で
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
万
里
が

参
加
し
た
尾
州
長
光
寺
の
詩
会
で
、
こ
の
詩
題
が
選
択
さ
れ
た
経
緯
も
興
味

万
里
集
九
詩
の
「
紅
雨
」

中

本

大
一



深
い
も
の
の
、
注
目
す
べ
き
は
万
里
詩
の
措
辞
で
あ
る
。「
刺
繡
さ
れ
た
桃

花
」
か
ら
万
里
は
何
を
思
い
巡
ら
し
、
何
を
紡
ぎ
出
し
た
の
か
、
検
討
し
て

み
よ
う
。

一

万
里
が
詠
作
に
際
し
て
、
依
拠
し
た
作
品
の
一
つ
が
、
杜
甫
の
「
白
絲

行
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
第
四
聯
、

美
人
細
意
熨
貼
平

美
人
意
を
細
や
か
に
熨
貼
平
ら
か
に
し
て

裁
縫
滅
尽
針
線
跡

裁
縫
滅
し
尽
く
す
針
線
の
跡

（
�
）

傍
線
部
の
表
現
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
自
身
の
落
魄
を
慨
嘆
し
、「
君
不

見
才
士
汲
引
難
、
恐
懼
棄
捐
忍
羈
旅
（
君
見
ず
や
才
士
汲
引
せ
ら
れ
難
く
、

棄
捐
を
恐
懼
し
て
羈
旅
を
忍
ぶ
を
）」
の
一
聯
を
以
て
閉
じ
る
杜
詩
に
拠
る

こ
と
か
ら
し
て
、
万
里
が
あ
り
ふ
れ
た
仕
女
像
を
造
形
す
る
意
図
で
は
な
か

っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

さ
て
、
針
仕
事
に
巧
み
な
女
丁
の
姿
を
描
い
た
傍
線
部
の
措
辞
「
美
人
細

意
」
は
、
本
邦
禅
林
で
も
使
用
例
が
見
出
せ
る
。
村
菴
、
希
世
霊
彦
（
一
四

〇
三
〜
一
四
八
八
）
の
永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
の
詠
作
、「
繍
榴
花
」
詩

（
�
）

が
そ
れ
で
あ
る
。

繍
榴
花

眼
裏
榴
花
手
裏
針

眼
裏
の
榴
花
は
手
の
裏
の
針
に
て

美
人
細
意
繍
衣
襟

美
人
意
を
細
や
か
に
衣
襟
に
繍
る

絳
英
空
落
青
苔
上

絳
英
空
し
く
落
つ
青
苔
の
上

万
恨
千
愁
看
不
禁

万
恨
千
愁
、
看
る
も
の
禁
じ
え
ず

青
い
衣
襟
に
繍
ら
れ
た
榴
花
を
、
紅
色
の
花
房
が
枝
か
ら
離
れ
て
青
苔
に

舞
い
落
ち
る
様
子
に
見
立
て
た
こ
の
作
品
、
そ
の
詩
題
や
趣
向
だ
け
で
な

く
、
措
辞
ま
で
も
が
万
里
詩
と
一
致
し
て
い
る
の
は
、
偶
然
で
は
あ
る
ま

い
。
同
じ
詩
題
は
蘭
坡
景

（
一
四
一
九
〜
一
五
〇
一
）
の
別
集
に
も
確
認

（
�
）

さ
れ
、
と
も
に
禅
林
詩
会
で
の
出
詠
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
刺
繍
す
る

女
人
の
憂
情
は
『
錦
繡
段
』「
閨
情
」
部
所
収
、
朱
絳
「
春
女
怨
」
詩
な
ど

に
も
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
万
里
は
杜
詩
に
学
ん
だ
本
邦
先
達
の
作
例
を

（
�
）

も
、
貪
欲
に
吸
収
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
つ
づ
く
万
里
詩
の
第
三
句
、
桃
花
の
散
る
さ
ま
を
「
紅
雨
」
に
喩

え
る
妖
艶
な
表
現
が
、
中
唐
の
詩
人
、
李
賀
の
「
将
進
酒
」
に
見
え
る
こ
と

（
�
）

は
周
知
で
あ
ろ
う
。
著
名
な
作
品
で
は
あ
る
も
の
の
、
以
下
に
掲
出
す
る
。

将
進
酒

琉
璃
鍾

琉
璃
の
鍾
（
さ
か
ず
き
）

琥
珀
濃

琥
珀
濃
し

小
槽
酒
滴
真
珠
紅

小
槽
の
酒
滴
っ
て
真
珠
紅
な
り

烹
龍
炮
鳳
玉
脂
泣

龍
を
烹
、
鳳
を
炮
（
つ
つ
み
や
）
き
し
て
玉
脂

泣
く

二



羅
屏
繍
幕
囲
香
風

羅
屏
繍
幕
香
風
囲
む

吹
龍
笛

龍
笛
吹
き

撃

鼓

鼓
撃
ち

皓
歯
歌

皓
歯
歌
ひ

細
腰
舞

細
腰
舞
ふ

況
是
青
春
日
将
暮

況
ん
や
是
れ
青
春
日
将
に
暮
れ
ん
と
し

桃
花
乱
落
如
紅
雨

桃
花
乱
落
紅
雨
の
如
し

勧
君
終
日
酩
酊
酔

君
に
勧
む
終
日
酩
酊
し
て
酔
へ

酒
不
到
劉
伶
墳
上
土

酒
は
到
ら
ず
劉
伶
墳
上
の
土

第
十
一
句
傍
線
部
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
楽
府
題
は
李
白
の
同
題
作
と
と

も
に
『
古
文
真
宝
』
前
集
「
長
短
句
」
類
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
本
邦
禅
僧

も
親
し
ん
だ
作
品
で
あ
っ
た
。『
花
上
集
』
所
収
、
瑞
渓
周
鳳
（
一
三
九
二

〜
一
四
七
三
）「
桃
花
蒼
鷹
図
」
詩
の
結
句
「
紅
雨
飛
辺
也
動
心
」
を
注
釈

し
た
『
花
上
集
鈔
』（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
）
に
お
い
て
も
「
桃

ノ
チ
ル
ヲ
、
紅
ノ
雨
ト
申
シ
タ
ソ
…
…
中
略
…
…
見
ル
ヤ
桃
花
乱
落
如
紅

雨
」
と
し
て
李
賀
詩
に
言
及
し
、
横
川
景
三
（
一
四
二
九
〜
一
四
九
三
）
が

「
賞
春
晴
」
七
絶
の
結
句
を
「
白
雪
梨
花
紅
雨
桃
」
と
す
る
の
は
、
そ
の
証

左
で
あ
る
。

『
四
河
入
海
』
で
知
ら
れ
る
笑
雲
清
三
（
生
没
年
未
詳
）
の
講
義
を
録
し

た
『
古
文
真
宝
前
集
抄
』（
以
下
、「
笑
雲
抄
」
と
略
記
）
は
後
集
受
容
に
偏

頗
し
た
本
邦
禅
林
で
は
珍
し
く
、
前
集
の
講
説
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
当
該
詩
の
傍
線
部
分
に
つ
い
て
は
『

溪
漁
隠
叢
話
』（
以
下
、『
漁
隠

叢
話
』）
後
集
を
引
き
つ
つ
、
そ
の
評
価
を
記
し
て
い
る
。

溪
漁
隠
曰
、
梨
花
一
枝
春
帯
雨
・
桃
花
乱
落
如
紅
雨
・
小
院
深
沈
杏

花
雨
・
梅
子
黄
時
雨
、
皆
古
今
詩
詞
之
警
句
也
。
予
嘗
欲
作
一
子
亭
、

四
面
皆
植
花
一
色
、
榜
曰
四
雨
、
顧
不
佳
哉
（

溪
漁
隠
曰
く
、
梨
花

一
枝
春
帯
雨
・
桃
花
乱
落
如
紅
雨
・
小
院
深
沈
杏
花
雨
・
梅
子
黄
時

雨
、
皆
な
古
今
詩
詞
の
警
句
な
り
。
予
嘗
て
一
子
亭
を
作
ら
ん
と
欲

し
、
四
面
皆
な
植
花
一
色
と
し
、
榜
し
て
「
四
雨
」
と
曰
う
、
顧
る
に

佳
な
ら
ざ
ら
ん
や
）。

こ
の
李
賀
句
、
花
を
詠
じ
た
「
古
今
詩
詞
之
警
句
」
の
一
つ
で
、
白
居
易

の
『
長
恨
歌
』
や
北
宋
・
賀
鋳
の
填
詞
『
青
玉
案
』
か
ら
の
摘
句
と
と
も
に

「
四
雨
」
の
句
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
同
じ
く
掲
げ
ら
れ
る
「
小

院
深
沈
杏
花
雨
」
句
は
出
典
未
詳
）
を
万
里
も
熟
知
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち

『
梅
花
無
尽
蔵
』
巻
第
六
「
雑
文
不
分
類
草
案
次
第
」
所
収
「
花
菴
序
蛇
足

杏
隠
需
之
（
花
菴
序
、
蛇
足
杏
隠
之
れ
を
需
む
）。」
で
、
多
少
文
辞
に
混
乱
は

あ
る
も
の
の
、

渓
胡
漁
隠
曰
、
梨
花
一
枝
春
帯
雨
・
桃
花
乱
落
如
紅
雨
・
小
院
沈
々

杏
花
雨
・
梅
子
黄
時
雨
、
皆
古
今
之
警
策
（
マ
マ
）。
欲
作
一
亭
子
、

四
面
各
植
花
一
色
。
榜
曰
四
雨
。
顧
不
佳
哉
。
老
丈
之
愛
花
。
着

渓

工
夫
…
…
後
略
（

溪
胡
漁
隠
曰
く
、
梨
花
一
枝
春
帯
雨
・
桃
花
乱
落

如
紅
雨
・
小
院
沈
々
杏
花
雨
・
梅
子
黄
時
雨
、
皆
な
古
今
の
警
策
な

万
里
集
九
詩
の
「
紅
雨
」

三



り
。
一
亭
子
を
作
ら
ん
と
欲
し
、
四
面
各
お
の
植
花
一
色
と
し
、
榜
し

て
「
四
雨
」
と
曰
う
、
顧
る
に
佳
な
ら
ざ
ら
ん
や
、
と
。
老
丈
の
花
を

愛
す
る
や
、

渓
の
工
夫
に
着
せ
り
…
…
後
略
）。

と
し
て
引
用
さ
れ
る
の
が
、
前
掲
『
漁
隠
叢
話
』
の
当
該
部
分
な
の
で
あ

る
。
万
里
の
別
集
『
梅
花
無
尽
蔵
』
を
披
閲
し
て
も
著
名
な
「
聯
句
説
」

（
巻
第
六
所
収
）
の
冒
頭
を
は
じ
め
、
し
ば
し
ば
斯
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

『
漁
隠
叢
話
』
が
万
里
の
座
右
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

李
賀
詩
に
つ
い
て
は
、『
漁
隠
叢
話
』
だ
け
で
な
く
、『
古
文
真
宝
』
の
よ

う
な
他
の
文
献
に
お
け
る
引
用
や
文
脈
も
含
め
て
鑑
賞
し
て
い
た
と
考
え
る

（
�
）

の
が
適
切
で
あ
る
も
の
の
、
万
里
は
実
際
、
こ
の
「
紅
雨
」
と
い
う
措
辞
を

特
に
好
ん
で
い
た
よ
う
で
、
し
ば
し
ば
自
作
に
用
い
て
い
る
。

賦
楓
葉
送
故
人
帰
京
戊
戌
春
（
文
明
十
年
）。
送
興
彦
竜
赴
洛
。
同
年

秋
之
末
。
自
洛
又
入
濃
。
信
宿
而
去
。

一
別
雨
紅
桃
落
時

一
た
び
別
れ
し
は
雨
紅
の
ご
と
く
桃
落
つ
る
時

春
愁
吹
入
鬢
辺
糸

春
愁
吹
き
入
れ
ば
鬢
辺
は
糸
の
ご
と
し

再
遊
夢
淡
秋
風
枕

再
遊
夢
は
淡
し
秋
風
の
枕

又
送
故
人
楓
葉
詩

又
た
故
人
に
楓
葉
の
詩
を
送
ら
ん

李
長
吉
詩
云
。
桃
花
乱
落
如
紅
雨
。

右
は
『
梅
花
無
尽
蔵
』
巻
第
一
所
収
、
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
の
春
、

相
国
寺
友
社
の
若
き
俊
英
、
彦
龍
周
興
（
一
四
五
八
〜
一
四
九
一
）
を
送
っ

て
京
洛
に
赴
い
た
の
ち
、
同
年
九
月
、
再
び
美
濃
に
同
道
し
た
も
の
の
、
彦

龍
は
信
宿
、
つ
ま
り
二
泊
し
た
だ
け
で
辞
去
し
た
、
そ
の
折
の
送
別
詩
で
あ

る
。
眼
前
の
楓
葉
と
対
比
さ
れ
た
の
が
「
紅
雨
」
に
譬
え
ら
れ
る
桃
花
で
あ

り
、
そ
の
典
拠
と
し
て
傍
線
部
、
敢
え
て
自
注
を
付
し
て
ま
で
李
賀
詩
の
一

節
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
。
風
に
舞
い
散
る
桃
花
を
観
賞
す
る
際
、
李
賀
詩
と

連
関
さ
せ
る
こ
と
が
万
里
に
と
っ
て
、
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

二

万
里
詩
の
第
四
句
は
「
綉
出
劉
郎
去
後
枝
（
綉
ひ
出
だ
す
は
劉
郎
去
り
て

後
の
枝
の
み
）」
で
あ
る
。
風
吹
け
ど
、
桃
の
花
び
ら
は
紅
の
雨
と
散
り
し

き
る
こ
と
な
く
、
縫
い
と
ど
め
た
の
は
劉
郎
が
去
っ
た
後
に
植
え
ら
れ
た
と

い
う
桃
花
の
一
枝
の
み
で
あ
っ
た
、
と
す
る
そ
の
表
現
の
典
拠
は
、
李
賀
と

同
時
代
の
詩
人
、
劉
禹
錫
の
「
自
朗
州
至
京
戯
贈
看
花
諸
君
（
朗
州
よ
り
京

に
至
り
、
戯
れ
に
花
を
看
る
諸
君
に
贈
る
）」
詩
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、

『
千
家
詩
（
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
）』
や
『
唐
詩
紀
事
』・『
詩
話
総

（

）

亀
』
な
ど
に
採
録
さ
れ
る
の
を
は
じ
め
、『
資
治
通
鑑
考
異
』
や
蘇
軾
詩
な

ど
で
言
及
さ
れ
、
本
邦
五
山
禅
林
で
も
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
。
筆
禍
や
舌

禍
で
左
遷
を
経
験
し
た
劉
禹
錫
が
長
安
に
召
喚
さ
れ
た
際
の
詠
作
で
、
再
度

地
位
を
追
わ
れ
る
端
緒
と
な
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

四



自
朗
州
至
京
戯
贈
看
花
諸
君

朗
州
よ
り
京
に
至
り
、
戯
れ
に
花
を

看
る
諸
君
に
贈
る

紫
陌
紅
塵
払
面
来

紫
陌
の
紅
塵
面
を
払
っ
て
来
た
る

無
人
不
道
看
花
回

人
の
花
を
看
て
回
る
と
道
わ
ざ
る
は
無
し

玄
都
観
裏
桃
千
樹

玄
都
観
裏
桃
千
樹

尽
是
劉
郎
去
後
栽

尽
く
是
れ
劉
郎
が
去
り
て
後
に
栽
え
た
り

「
玄
都
観
」
は
長
安
の
朱
雀
大
街
に
あ
っ
た
道
教
寺
院
で
あ
る
。
劉
禹
錫

の
地
方
下
向
後
に
、
桃
花
千
本
が
植
え
ら
れ
、
名
所
と
な
っ
た
も
の
で
、
自

身
が
朝
廷
を
去
っ
た
後
、
に
わ
か
に
権
力
を
得
た
も
の
が
多
い
こ
と
を
揶
揄

し
た
と
し
て
、
糾
弾
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
詩
は
後
年
、
劉
禹
錫
が
再

び
玄
都
観
を
訪
れ
た
感
懐
を
詠
じ
た
「
再
遊
玄
都
観
（
再
び
玄
都
観
に
遊

ぶ
）」
詩
、

百
畝
庭
中
半
是
苔

百
畝
の
庭
中
半
ば
は
是
れ
苔

桃
花
浄
尽
菜
花
開

桃
花
浄
く
尽
き
菜
花
開
く

種
桃
道
士
今
何
帰

桃
を
種
え
し
道
士
今
何
く
に
か
帰
る

前
度
劉
郞
今
又
来

前
度
の
劉
郞
今
又
た
来
た
る

と
と
も
に
劉
詩
の
代
表
作
と
な
っ
た
。
唐
末
の
孟
棨
著
『
本
事
詩
』
に
も
収

め
ら
れ
、
日
本
で
も
知
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。

さ
て
傍
線
部
、
夢
得
が
自
身
を
、
玄
都
観
を
訪
れ
た
「
劉
郎
（
劉
家
の
男

児
）」
と
し
て
繰
り
返
し
自
作
に
登
場
さ
せ
た
理
由
の
一
つ
が
『
蒙
求
』
の

採
録
す
る
「
劉
阮
天
台
」
の
主
人
公
・
劉
晨
と
自
身
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ

と
に
あ
っ
た
。「
劉
阮
天
台
」
の
本
邦
で
の
受
容
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が

（

）

あ
り
、
こ
こ
で
贅
言
を
弄
す
る
こ
と
は
し
な
い
も
の
の
、
そ
の
物
語
を
簡
単

に
述
べ
れ
ば
、
劉
晨
・
阮
肇
の
二
人
が
薬
草
を
採
る
た
め
、
天
台
山
に
入
っ

た
も
の
の
、
路
に
迷
っ
て
し
ま
う
。
傍
ら
の
桃
を
食
べ
、
気
力
を
回
復
さ
せ

た
後
、
谷
に
下
り
る
と
、
川
に
食
器
や
食
物
が
流
れ
て
来
た
こ
と
か
ら
、
集

落
が
近
い
こ
と
を
悟
っ
た
二
人
が
探
し
歩
い
た
と
こ
ろ
、
仙
女
と
出
会
い
、

契
り
を
結
ぶ
。
仙
境
で
至
福
の
日
々
を
過
ご
す
う
ち
に
、
帰
心
を
覚
え
、
仙

境
を
離
れ
る
と
、
七
世
の
孫
の
代
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
、
と
い
う
も
の

で
あ
る
。「
桃
」
と
故
地
を
離
れ
、
再
訪
し
て
そ
の
変
化
に
驚
く
「
劉
郎
」

と
い
う
共
通
点
が
詩
語
と
し
て
撰
ば
れ
た
要
因
で
あ
っ
た
。

で
は
、
万
里
は
杜
甫
と
李
賀
・
劉
禹
錫
と
い
う
、
中
国
盛
唐
と
中
唐
を
代

表
す
る
詩
人
の
措
辞
や
逸
話
を
鏤
め
て
、
一
詩
を
成
し
た
と
考
え
て
よ
い
の

で
あ
ろ
う
か
。三

万
里
の
意
図
を
考
え
る
上
で
、
示
唆
的
な
の
が
先
掲
、
李
賀
詩
に
対
す
る

「
笑
雲
抄
」
の
記
述
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
注
釈
に
続
け
て
同
じ
く
『
漁
隠

叢
話
』
後
集
を
引
き
つ
つ
、
以
下
の
よ
う
な
興
味
深
い
注
釈
を
付
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

復
斎
漫
録
云
、
長
吉
以
此
句
名
世
、
余
観
劉
禹
錫
云
、
花
枝
満
空
迷
処

万
里
集
九
詩
の
「
紅
雨
」

五



所
、
揺
落
繁
英
墜
紅
雨
、
劉
李
出
於
一
時
、
決
非
相
剽
竊
也
（
復
斎
漫

録
に
云
ふ
、
長
吉
此
句
を
以
て
世
に
名
あ
り
、
余
劉
禹
錫
を
観
る
に
云

く
「
花
枝
満
空
迷
処
所
、
揺
落
繁
英
墜
紅
雨
」
と
あ
り
。
劉
李
一
時
に

出
づ
、
決
し
て
相
剽
竊
す
る
に
あ
ら
ざ
る
也
）。

す
な
わ
ち
、
宋
代
の
呉
曽
撰
『
能
改
齋
漫
録
』（
巻
第
八
所
載
）
を
引
用

し
、
詩
語
「
紅
雨
」
が
李
賀
と
同
時
代
の
劉
禹
錫
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
こ

と
、
し
か
し
そ
れ
は
決
し
て
剽
窃
な
ど
で
は
な
く
、
同
時
期
に
名
を
馳
せ
た

詩
人
に
よ
る
偶
然
の
一
致
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
挙
げ
ら
れ

た
劉
禹
錫
詩
の
詩
題
は
「
百
舌
吟
」
で
、
李
賀
詩
と
同
様
、『
古
文
真
宝
』

前
集
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
の
総
集
で
は
『
唐
文
粋
』
に
見
え
る

程
度
な
の
で
、『
古
文
真
宝
』
へ
の
掲
載
を
契
機
に
、
本
邦
で
も
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

百
舌
吟

暁
星
寥
落
春
雲
低

暁
星
寥
落
春
雲
低
し

初
聞
百
舌
間
関
啼

初
め
て
聞
く
百
舌
間
関
と
し
て
啼
く
を

花
枝
満
空
迷
處
所

花
枝
空
に
満
ち
て
処
所
に
迷
ひ

搖
動
繁
英
墜
紅
雨

繁
英
を
搖
動
し
て
紅
雨
を
墜
つ

笙
簧
百
囀
音
韻
多

笙
簧
百
囀
音
韻
多
し

黃
鸝
吞
声
燕
無
語

黃
鸝
声
を
吞
ん
で
燕
語
る
こ
と
無
し

東
方
朝
日
遅
遅
升

東
方
の
朝
日
遅
遅
と
し
て
升
り

迎
風
弄
景
如
自
驚

風
を
迎
へ
景
を
弄
し
て
自
ら
驚
く
が
如
し

数
声
不
尽
又
飛
去

数
声
尽
き
ず
又
た
飛
び
去
り

何
許
相
逢
緑
楊
路

何
ぞ
許
さ
ん
相
ひ
逢
ふ
緑
楊
の
路

綿
蛮
宛
転
似
娯
人

綿
蛮
宛
転
人
を
娯
し
ま
し
む
る
に
似
た
り

一
心
百
舌
何
紛
紛

一
心
百
舌
何
ぞ
紛
紛

酡
顏
俠
少
停
歌
聴

酡
顏
俠
少
歌
を
停
め
て
聴
き

堕
珥
妖
姫
和
睡
聞

堕
珥
の
妖
姫
睡
に
和
し
て
聞
く

可
憐
光
景
何
時
盡

可
憐
の
光
景
何
れ
の
時
に
か
盡
き
ん

誰
能
低
回
避
鷹
隼

誰
か
能
く
低
回
鷹
隼
を
避
く

廷
尉
張
羅
自
不
関

廷
尉
羅
を
張
る
も
自
ら
関
せ
ず

潘
郎
挾
弾
無
情
損

潘
郎
弾
を
挾
む
も
損
す
る
に
情
無
し

天
生
羽
族
爾
何
微

天
羽
族
を
生
ず
爾
何
ぞ
微
な
る

舌
端
万
変
乗
春
暉

舌
端
万
変
春
暉
に
乗
ず

南
方
朱
鳥
一
朝
見

南
方
の
朱
鳥
は
一
朝
見
は
れ

索
寞
無
言
蒿
下
飛

索
寞
言
無
く
蒿
下
に
飛
ぶ

「
笑
雲
抄
」
で
は
詩
題
に
「
此
篇
譏
辯
口
讒
佞
之
人
（
此
の
篇
、
弁
口
讒

佞
の
人
を
譏
る
）」
と
注
記
し
、
劉
禹
錫
の
憤
慨
と
、
そ
の
寓
意
を
指
摘
し

て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
紅
雨
」
は
李
賀
詩
の
よ
う
な
妖
艶
な
印
象
か
ら
は
程

遠
く
、
百
舌
鳥
の
狼
藉
に
よ
っ
て
心
な
ら
ず
も
枝
か
ら
振
り
落
と
さ
れ
て
、

散
り
舞
う
花
弁
の
描
写
な
の
で
あ
る
。
笑
雲
の
注
記
は
簡
素
で
、
踏
み
込
ん

だ
解
釈
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
第
四
句
傍
線
部
「
紅
雨
」
の
注
記
と
し

て
、
先
掲
李
賀
詩
で
も
引
用
さ
れ
た
『
能
改
齋
漫
録
』
を
引
く
『

溪
漁
隠
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叢
話
』
後
集
の
記
事
を
再
掲
す
る
の
で
あ
る
。

当
然
、
万
里
が
劉
禹
錫
詩
の
「
紅
雨
」
を
知
っ
て
い
た
の
か
否
か
、
が
問

題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。『
漁
隠
叢
話
』
が
万
里
の
愛
読
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
可
能
性
は
十
分
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

事
実
、『
梅
花
無
尽
蔵
』
第
二
巻
に
収
め
ら
れ
る
次
の
万
里
詩
は
、
そ
れ
を

裏
付
け
る
証
左
と
な
る
の
で
あ
る
。

紅
雨
李
長
吉
句
云
。
桃
花
乱
落
如
紅
雨
。

白
髪
劉
郎
去
後
誹

白
髪
の
劉
郎
は
去
り
て
後
に
誹
ら
れ

春
風
付
与
野
桃
飛

春
風
付
与
し
野
桃
飛
ぶ

明
年
斯
地
又
誰
酌

明
年
斯
地
に
て
又
た
誰
と
酌
ま
ん
や

雖
聴
無
声
欲
湿
衣

聴
く
と
雖
も
声
無
く
衣
は
湿
さ
ん
と
欲
す

右
は
扇
谷
上
杉
定
正
の
邸
宅
、
糟
屋
館
に
招
か
れ
た
太
田
道
灌
が
暗
殺
さ

れ
た
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
の
翌
春
、
十
九
年
の
詠
作
で
あ
る
。
詩
題

は
ま
さ
に
「
紅
雨
」
で
、
詩
題
注
と
し
て
李
賀
句
が
引
用
さ
れ
る
こ
の
七

絶
、
庇
護
者
よ
り
も
盟
友
と
言
う
に
相
応
し
か
っ
た
道
灌
の
非
業
の
死
を
悼

み
、
そ
の
喪
失
感
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
李
賀
詩
に
見
ら
れ
る

色
彩
の
豊
か
さ
は
影
を
潜
め
、
二
度
と
酒
を
酌
み
交
わ
せ
な
い
悲
哀
が
強
調

さ
れ
る
ば
か
り
で
、
万
里
が
李
賀
句
に
言
及
す
る
意
図
は
必
ず
し
も
明
白
で

は
な
い
の
で
あ
る
。

注
目
し
た
い
の
は
傍
線
部
、
起
句
の
「
白
髪
劉
郎
」
で
あ
る
。
市
木
武
雄

氏
が
『
梅
花
無
尽
蔵
注
釈
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
・
一
九
九
三
）
に
お
い

て
「
万
里
自
身
を
云
う
」
と
さ
れ
た
の
は
首
肯
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
道
灌
の

死
後
、
そ
の
殺
害
の
首
謀
者
で
あ
る
上
杉
定
正
に
慰
留
さ
れ
、
庇
護
さ
れ
て

い
た
万
里
の
自
嘲
表
現
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
背
後
に
劉
禹
錫
像
が

重
層
的
に
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も

「
白
髪
劉
郎
」
は
本
邦
五
山
禅
林
に
お
い
て
、
劉
禹
錫
の
「
徵
還
京
師
見
旧

番
官
馮
叔
達
（
京
師
に
徵
還
せ
ら
れ
て
旧
番
官
馮
叔
達
に
見
ゆ
）」
七
絶
、

前
者
匆
匆

被
行

前
者
匆
匆
と
し
て

被
し
て
行
き

十
年
憔
悴
到
京
城

十
年
憔
悴
し
て
京
城
に
到
る

南
曹
旧
吏
来
相
問

南
曹
の
旧
吏
は
来
り
て
相
ひ
問
ふ

何
処
淹
留
白
髪
生

何
処
に
か
淹
留
し
白
髪
生
ぜ
ん
や

を
踏
ま
え
た
次
掲
、
蘇
軾
「
送
劉

倅
海
陵
」
詩
に
由
来
す
る
措
辞
と
し
て

（

）

認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

送
劉

倅
海
陵

劉

の
海
陵
に
倅
た
る
を
送
る

君
不
見
阮
嗣
宗

君
見
ず
や
阮
嗣
宗

臧
否
不
挂
口

臧
否
口
に
挂
け
ず

休
誇
舌
在
牙
歯
牢

誇
る
こ
と
を
休
め
よ
舌
在
り
牙
歯
牢
な
り
と

是
中
唯
可
飲
醇
酒

是
の
中
唯
だ
醇
酒
を
飲
む
べ
し

読
書
不
用
多

書
を
読
む
に
多
く
を
用
い
ず

作
詩
不
須
工

詩
を
作
る
に
工
み
な
る
を
須
い
ず

海
辺
無
事
日
日
酔

海
辺
事
無
け
れ
ば
日
日
酔
い

万
里
集
九
詩
の
「
紅
雨
」

七



夢
魂
不
到
蓬
萊
宮

夢
魂
蓬
萊
宮
に
到
ら
ざ
ら
ん

秋
風
昨
夜
入
庭
樹

秋
風
昨
夜
庭
樹
に
入
る

絲
未
老
君
先
去

絲
未
だ
老
い
ざ
る
に
君
先
ず
去
る

君
先
去

君
先
ず
去
り
て

幾
時
回

幾
時
か
回
ら
ん

劉
郎
応
白
髪

劉
郎
応
に
白
髪
な
る
べ
し

桃
花
開
不
開

桃
花
開
く
や
開
か
ざ
る
や

詩
題
に
見
え
る
「
劉

」
は
蘇
軾
の
友
人
で
、
熙
寧
三
年
（
一
〇
七
〇
）、

新
法
を
批
判
し
た
た
め
泰
州
に
左
遷
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
送
別
に
際

し
、
蘇
軾
は
彼
を
同
姓
の
文
人
、
劉
禹
錫
に
擬
え
て
再
会
を
期
し
た
の
で
あ

（

）

る
。
こ
の
蘇
軾
詩
に
つ
い
て
、
浅
見
洋
二
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

詩
の
後
半
部
に
は
、
自
分
よ
り
先
に
都
を
去
っ
て
ゆ
く
劉

に
寄
せ
る

送
別
の
情
を
述
べ
る
。
末
尾
の
二
句
は
、
劉

を
同
じ
劉
姓
の
唐
・
劉

禹
錫
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
劉
禹
錫
は
「
永
貞
革
新
」
に
参
加
す
る
も

失
脚
し
、
朗
州
（
湖
南
省
常
徳
）
の
司
馬
に
左
遷
さ
れ
る
。
後
に
都
に

召
還
さ
れ
た
劉
禹
錫
は
、
玄
都
観
の
桃
に
つ
い
て
「
玄
都
観
裏
桃
千

樹
、
尽
是
劉
郎
去
後
栽
（
玄
都
観
裏

桃
は
千
樹
、
尽
く
是
れ
劉
郎
の

去
り
し
後
に
栽
う
）」
と
詠
じ
て
、
久
し
ぶ
り
に
都
へ
と
復
帰
し
た
こ

と
に
伴
う
感
慨
を
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
朝
廷
を
逐
わ
れ
た
劉
禹
錫
に
、

同
じ
境
遇
に
あ
る
劉

を
な
ぞ
ら
え
た
の
で
あ
る
。

（「
言
論
統
制
下
の
文
学
テ
ク
ス
ト

蘇
軾
の
創
作
活
動
に
即
し
て
」）

妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
事
実
、『
四
河
入
海
』
で
も
末
尾
二
句
を
、
劉
禹

錫
詩
と
関
連
付
け
て
、
以
下
の
よ
う
に
注
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

劉
郎

云
、
此
以
下
二
句
言
、
向
後
劉

召
還
時
、
今
新
進
弄
権

者
、
猶
可
存
否
。
蕉
雪
云
、
劉
夢
得
「
自
朗
州
召
至
京
師
」
有
「
尽
是

劉
郎
去
後
栽
」
之
句
言
、
今
朝
用
事
者
、
昔
我
去
後
所
出
新
進
也
、
其

後
為
主
客
郎
中
之
時
又
有
「
種
桃
道
士
帰
何
処
、
前
度
劉
郎
又
再
来
」

之
句
、
蓋
言
天
子
已
登
仙
、
其
余
昔
日
弄
権
之
輩
、
今
皆
不
存
、
唯
我

又
再
来
也
。
刻
謂
、
今
坡
所
用
不
必
分
前
後
、
然
「
桃
花
開
不
開
」
之

句
、
似
指
再
来
之
時
也
。

劉
郎
│
│
芳
云
劉
禹
錫
還
京
師
詩
「
南
曹
旧
吏
来
相
問
、
何
処
淹
留
白

髪
生
」。

芳
云
、
注
曰
、
前
度
劉
郎
又
再
来
、
当
時
以
為
譏
諷
朝
廷
、
今
独
取
詩

中
劉
郎
字
用
耳
。

先
掲
、「
自
朗
州
至
京
戲
贈
看
花
諸
君
」
詩
で
も
「
百
舌
吟
」
で
も
、
劉

詩
に
お
け
る
「（
桃
）
花
」
は
そ
の
境
遇
や
義
憤
を
投
影
す
る
ア
ト
リ
ビ
ュ

ー
ト
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
万
里
が
先
掲
「
紅
雨
」
詩
に

お
い
て
そ
の
詩
題
注
に
殊
更
、
周
知
で
あ
る
李
賀
詩
の
一
節
を
引
用
し
た
の

も
、
自
身
の
慨
歎
を
韜
晦
す
る
所
為
だ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
本

来
描
き
た
か
っ
た
の
は
、
上
杉
定
正
の
狼
藉
に
よ
っ
て
無
慚
に
も
命
を
落
と

し
た
道
灌
の
無
念
を
、
劉
詩
の
「
紅
雨
」
と
重
ね
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か

│
│
絶
海
中
津
や
惟
肖
得
巌
を
は
じ
め
、
五
山
禅
僧
が
畏
れ
た
筆
禍
の
回
避

八



に
万
里
が
ど
の
程
度
自
覚
的
で
あ
っ
た
の
か
は
知
る
由
も
な
い
も
の
の
、
旧

套
表
現
に
託
し
、
否
、
隠
し
て
、
劉
禹
錫
、
更
に
は
蘇
軾
へ
の
共
感
を
想
起

さ
せ
、
寓
意
を
籠
め
る
こ
と
こ
そ
が
本
意
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
穿
ち
過
ぎ

で
あ
ろ
う
か
。お

わ
り
に

如
上
、
万
里
が
「
繍
桃
花
」
詩
に
お
い
て
、
措
辞
「
紅
雨
」
を
用
い
た
の

は
、
仕
女
の
み
や
び
な
春
怨
の
み
を
描
く
所
為
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
検
討

し
て
き
た
。
そ
も
そ
も
宮
女
刺
繍
図
そ
の
も
の
が
哀
調
を
帯
び
る
題
材
と
し

て
五
山
僧
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
杜
甫
の
「
白

絲
行
」
で
も
美
人
が
丁
寧
に
縫
製
し
て
仕
立
て
た
着
物
に
は
、
汚
れ
て
用
済

み
に
な
れ
ば
、
た
め
ら
い
な
く
棄
捐
さ
れ
て
し
ま
う
薄
幸
の
杜
甫
自
身
が
寓

意
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
掲
「
繍
榴
花
」
を
詠
じ
た
希
世
も
「
千
愁
万

恨
過
レ

花
時
、
似
下

向
二

春
風
一

怨
中

別
離
上

」（
僧
无
則
「
百
舌
鳥
二
首
」）
を
踏

（

）

ま
え
て
、
落
花
の
憂
い
を
自
身
の
愁
い
の
表
現
に
転
じ
て
い
る
。
希
世
が
依

拠
し
た
の
が
「
百
舌
鳥
」
詩
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
万
里
詩
を
解
釈
す
る
上

で
、
大
い
に
示
唆
的
で
あ
ろ
う
。
希
世
に
学
び
、
発
想
を
更
に
拡
げ
、
自
身

の
思
い
を
表
白
す
べ
く
、
万
里
が
見
出
し
た
の
が
劉
禹
錫
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
万
里
に
と
っ
て
の
桃
花
は
劉
禹
錫
の
悲
憤
の
象
徴
と
な
り
、「
劉
郎
」

の
悲
嘆
は
、
時
代
を
超
え
て
蘇
軾
、
時
空
を
越
え
て
万
里
に
も
共
有
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
万
里
の
思
い
が
措
辞
「
紅
雨
」
に
発
露
し
た
の
で
あ
る
。

京
都
の
五
山
叢
林
を
離
れ
、
風

水
宿
、
敢
え
て
流
浪
の
身
と
な
っ
た
後

も
、
禅
林
文
壇
に
お
い
て
培
っ
た
漢
詩
文
を
放
擲
し
な
か
っ
た
万
里
で
あ

る
。
そ
の
心
中
に
去
来
す
る
も
の
が
、
果
た
し
て
如
何
ば
か
り
で
あ
っ
た
の

か
。
盟
友
・
太
田
道
灌
の
死
後
、
仇
敵
に
抑
留
さ
れ
る
無
力
な
自
分
自
身
を

描
く
た
め
に
こ
そ
、
仕
女
図
に
託
し
た
劉
禹
錫
像
を
自
ら
の
詩
嚢
に
蓄
え
て

い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

禅
林
の
規
矩
か
ら
の
離
脱
は
、
必
ず
し
も
詩
人
の
魂
を
自
由
に
す
る
契
機

に
な
り
得
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
見
あ
り
ふ
れ
た
詩

題
の
見
慣
れ
た
措
辞
に
も
、
詩
僧
の
想
い
は
十
二
分
に
横
溢
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

注（
�
）
本
詩
は
数
少
な
い
未
収
録
作
品
で
あ
る
も
の
の
、
万
里
の
作
品
は

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
梅
花
無
尽
蔵
』（
写
本
）
所
収
本
文
に

拠
り
、
引
用
の
際
に
所
収
巻
名
を
明
記
し
た
。
な
お
、
本
稿
の
訓
読

は
す
べ
て
私
に
記
し
た
。

（
�
）
大
日
本
仏
教
全
書
所
収
本
文
に
拠
る
。
検
索
に
際
し
て
は
花
園
大

学
国
際
禅
学
研
究
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
電
子
達
磨
」
を
参
照
し

た
。

（
�
）
万
里
の
作
品
で
は
他
に
『
梅
花
無
尽
蔵
』
巻
第
一
に
「
繍
蝶
」
題

の
七
絶
が
収
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
詩
題
に
つ
い
て
は
別
稿

で
考
察
し
た
い
。

（
�
）
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
『
杜
詩
続
翠
抄
』（
続
抄
物
資
料
集
成
・
清

文
堂
出
版
・
一
九
八
〇
）
所
収
本
文
に
拠
る
。

万
里
集
九
詩
の
「
紅
雨
」

九



（
�
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
『
村
庵
藁
』
上
所
収
本
文
に
拠

る
。
底
本
は
編
年
配
列
で
、
制
作
年
が
判
別
で
き
る
。

（
�
）
相
国
寺
長
得
院
所
蔵
『
雪
樵
独
唱
集
』
絶
句
ノ
二
（
五
山
文
学
新

集
第
五
巻
・
思
文
閣
出
版
）
所
載
の
「
綉
榴
花
」
詩
本
文
は
「
多
年

乞
巧
暗
持
針
、
未
綉
平
原
柰
此
心
、
一
朶
榴
花
春
已
老
、
買
絲
先
補

破
紅
衾
」
で
あ
る
。

（
�
）
『
錦
繡
段
』「
閨
情
」
部
所
収
、
朱
絳
「
春
女
怨
」
詩
第
一
句
に

「
独
在
紗
窓
刺
繍
遅
」
と
あ
り
、
こ
う
し
た
表
現
が
本
邦
禅
僧
の
発

想
の
源
泉
の
一
つ
に
な
っ
た
と
見
做
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
�
）
『
古
文
真
宝
前
集
抄
』（
博
文
館
蔵
版
漢
文
叢
書
第
十
一
冊
・
一
九

一
四
）
所
載
本
文
に
拠
る
。
以
下
、『
古
文
真
宝
』
採
録
本
文
の
引

用
は
同
書
所
載
本
文
に
拠
る
。
な
お
、「
笑
雲
抄
」
の
依
拠
本
文
は

『
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
前
集
』、
所
謂
、
中
国
元
代
の
黄
堅

編
纂
と
さ
れ
る
系
統
の
諸
本
で
あ
る
。
今
回
の
考
察
で
は
、
朝
鮮
版

系
統
の
『
古
文
真
宝
大
全
』
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
及
ん
で
い
な

い
。

（
�
）
参
考
ま
で
に
万
里
「
花
菴
序
蛇
足
杏
隠
需
之
」
の
全
文
を
挙
げ
る

と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
明
道
先
生
云
。
司
馬
君
実
之
言
有
霊
験
。

如
人
参
甘
草
也
。
東
坡
又
云
。
司
馬
公
如
麟
鳳
。
不
鷙
不
搏
也
。
二

老
之
論
豈
非
日
之
昼
邪
。
国
子
監
傍
得
故
営
地
。
創
独
楽
園
。
々
中

築
一
室
。
号
花
菴
。
挿
以
無
数
之
雑
花
。
春
則
牡
丹
之
紫
。
秋
則
牽

牛
之
碧
。
及
霜
雪
之
時
。
而
梅
独
称
深
衣
司
馬
。
其
至
楽
超
南
面

王
。
雖
云
致
仕
歯
于
宰
相
之
上
。
遂
無
恙
。
而
寿
過
九
十
矣
。
余
之

洛
社
平
生
之
友
。
董
杏
隠
廼
岐
陽
人
。
而
人
中
之
羽
儀
。
可
謂
鳳

兮
。
自

髦
入
漱
玉
怡
翁
師
之
室
。
天
資
頴
達
。
能
与
人
戯
劇
。
風

流
籍
甚
。
無
出
其
右
者
。
孜
々
之
学
。
拾
螢
続

。
諸
老
翰
墨
之

場
。
称
為

坐
梨
。
嘗
游
霊
泉
門
下
。
掬
瑞
岩
翁
之
波
瀾
。
挙
揚
風

月
於
正
宗
師
之
室
。
則
設
鑪

快
転
機
軸
。
一
旦
翻
然
不
蹈
出
世
之

舷
。
撹
轡
於
物
外
。
就
岐
東
釜
戸
之
枌
里
。
結
一
茅
。
自
号
蛇
足
。

且
又
扁
一
窓
曰
花
菴
。
凡
培
植
杏
仁
。
而
為
隠
逸
之
林
。
其
能
寿

者
。
細
弁
人
参
甘
草
之
薬
種
。
宜
哉
瑞
岩
翁
之
以
花
菴
命
焉
。
明
道

指
司
馬
為
人
参
甘
草
。
坡
仙
指
司
馬
為
麟
鳳
。
至
今
是
謂
口
実
。
司

馬
差
九
分
之
人
。
南
豊
曾
某
亦
九
十
九
分
之
人
。
各
欠
其
一
。
灞
棘

之
小
児
相
聚
曰
。
蛇
足
老
丈
亦
十
分
百
分
之
人
。
而
今
欠
其
一
。
為

九
分
。
為
九
十
九
分
。
其
欠
者
一
。
則
破
戒
是
也
。
於
戯
持
而
不

持
。
犯
而
不
犯
。
持
犯
之
至
論
。
非
所
児
輩
之
可
知
且
舎
焉
。
昔
誠

斎
曰
。
退
之
詩
曰
。
花
不
見
桃
唯
見
李
。
因
登
碧
落
堂
。
隔
江
望

之
。
則
桃
皆
暗
。
而
李
独
明
。
乃
悟
其
妙
也
。
老
丈
之
見
花
。
有
具

退
之
眼
晴
。

渓
胡
漁
隠
曰
。
梨
花
一
枝
春
帯
雨
。
桃
花
乱
落
如
紅

雨
。
小
院
沈
々
杏
花
雨
。
梅
子
黄
時
雨
皆
古
。
今
之
警
策
欲
作
一
亭

子
。
四
面
各
植
花
一
色
。
榜
曰
四
雨
。
顧
不
佳
哉
。
老
丈
之
愛
花
。

着

渓
工
夫
。
伏
惟
老
丈
結
無
数
之
花
。
為
胸
中
之
交
。
梨
大
棗
不

啻
慕
司
馬
之
花
菴
。
霊
山
一
枝
之
花
。
不
借
金
色
之
微
笑
。
少
室
第

一
之
花
。
不
粘
雪
時
之
単
伝
。
老
丈
不
凋
之
花
。
秘
在
一
菴
之
中
。

以
花
為
号
。
実
分
之
宜
也
。
今
倩
画
師
之
手
。
而
花
菴
之
風
致
画
為

図
。
以
平
生
交
友
之
故
。
使
漆
桶
万
里
叙
焉
。
厥
命
無
乃
拒
乎
。
雖

一
〇



不
知
花
之
為
花
来
由
略
挙
其
一
二
。
祝
老
丈
之
千
々
秋
万
々
歳
。
花

兮
々
々
始
中
終
。
子
々
孫
々
護
老
丈
。
而
福
禄
寿
并
。
則
必
編
花
史

之
第
一
。」

他
方
、『
詩
話
総
亀
』
巻
之
六
「
評
論
門
」
で
は
「
舒
王
云
、
梨

花
一
枝
春
帯
雨
・
桃
花
乱
落
如
紅
雨
・
珠
簾
暮
捲
西
山
雨
、
皆
警
句

也
。
然
不
若
院
落
深

杏
花
雨
爲
佳
。」
と
い
う
一
文
を
掲
載
し
、

舒
王
、
す
な
わ
ち
王
安
石
の
発
言
と
し
て
類
似
の
四
句
を
挙
げ
て
い

る
。
前
半
二
句
は
一
致
す
る
も
の
の
、
後
半
二
句
、
王
勃
「
滕
王

閣
」
詩
の
第
四
句
と
共
に
掲
げ
ら
れ
る
「
院
落
深

杏
花
雨
」
は

『

溪
漁
隠
叢
話
』
が
掲
げ
る
措
辞
と
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
完

全
に
は
一
致
し
な
い
。
も
ち
ろ
ん
典
拠
未
詳
で
あ
る
。

（

）
後
掲
本
文
は
『
千
家
詩
』
採
録
本
文
に
拠
る
。

（

）
田
中
幹
子
氏
の
「「
王
質
爛
柯
」
と
「
劉
阮
天
台
」
│
中
世
漢
故

事
変
容
の
諸
相
」（『
和
漢
・
新
撰
朗
詠
集
の
素
材
研
究
』
第
二
章
第

六
節
・
和
泉
書
院
・
二
〇
〇
八
）
を
は
じ
め
と
す
る
朗
詠
注
受
容
の

観
点
や
、
項
青
氏
「
平
安
時
代
に
お
け
る
劉
阮
天
台
説
話
の
受
容
と

風
土
記
系
「
浦
島
子
」
伝
」（「
国
語
国
文
学
研
究
」
三
十
二
・
一
九

九
七
）
や
白
渓
氏
「『
大
江
山
絵
詞
』
に
お
け
る
漢
文
学
の
受
容
│

洗
濯
婆
の
最
期
を
め
ぐ
っ
て
」（「
京
都
大
学
國
文
学
論
叢
」
三
十
八

・
二
〇
一
七
）
な
ど
の
近
年
の
和
漢
比
較
文
学
的
研
究
な
ど
多
彩
で

あ
る
。

（

）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
古
活
字
版
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
所
載
本
文
に
拠
る
。

（

）
「
言
論
統
制
下
の
文
学
テ
ク
ス
ト

蘇
軾
の
創
作
活
動
に
即
し
て
」

（「
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
」・
二
〇
一
七
・
三
）

（

）
『
万
首
唐
人
絶
句
』
第
三
十
九
巻
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

明
代
万
暦
三
十
五
年
刊
）
所
収
本
文
に
拠
る
。

（
な
か
も
と
・
だ
い

本
学
教
授
）

万
里
集
九
詩
の
「
紅
雨
」

一
一


